














要約 

本調査の如く.全国的左規模で.広い年令層にわたる集計を行うことは慢性心疾患の管理上,

非常に有益であろう。今回の調査では地域差年度差.頻度については疾患本来の疫学よりも.

むしろ社会的左条件の関与をより強く反映しているものと思われた。 

一万病型別の頻度,性差.季節差については疫学的に興味ある知見が得られた。 

本調査で得られた年令分布をみると若年の者ほど多いことが明らかであり,少なくとも今

後しばらくは小児慢性心疾患は増加するものと想像されこの様な大規模な調査によってそ

の実態を把握することの重要性も増すことと思われる。同様の調査を反復すること.主病型

のみでなく合併病型まで集計すること,育成医療,養育医療等についても集計を行うことな

どにより,小児慢性心疾患の疫学を更に的確に知ることが可能であろうと思われた。 


